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第
十
七
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
冊
子
は
、

当
日
の
発
表
内
容
を
収
録
し
た
も
の
で
す
。

　
本
年
度
は
、
特
に
テ
ー
マ
を
設
定
せ
ず
に
発
表
者
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
為
、
様
々
な
分
野
か
ら
の
ご
発
表
を
頂
き
、
多
種
多

彩
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
般
総
務
省
よ
り
出
さ
れ
た
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
六
日
付
の
平
成
二
十
七
年
度
国
勢
調
査
人
口
速
報
集
計
結
果
の
要
約
に
よ
れ

ば
、
日
本
の
人
口
は
、
一
億
二
千
七
百
十
一
万
人
と
な
り
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
九
十
四
万
七
千
人
減
少
と
あ
り
、
大
正
九
年
の
調
査
以

来
、
初
め
て
の
減
少
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
社
会
は
檀
家
数
減
少
に
直
結
し
、
寺
院
運
営
に
大
き
な
影
響
が
出
る
の
は
明
白

で
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
本
宗
教
師
で
も
あ
り
、
静
岡
大
学
で
農
村
地
域
研
究
を
専
門
と
さ
れ
、
過
疎
地
域
で
生
じ
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
中
條
曉
仁
師
に
「
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
檀
関
係
の
持
続
可
能
性
│
他
出
子
の
動
向
に

注
目
し
て
│
」
と
題
し
た
特
別
発
表
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
師
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
が
主
宰
し
て
い
る
「
寺
院
調
査
会

議
」
に
参
画
し
、
そ
の
調
査
成
果
の
報
告
と
な
り
ま
す
が
、
本
宗
の
過
疎
地
域
に
お
け
る
問
題
を
考
え
る
為
の
一
助
と
成
り
得
る
と
考
え

ま
す
。
是
非
ご
一
読
下
さ
い
。
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